
蘇苔類を用いまこ原形質分離 JI¥ 観察

I  まえがき
原形質分離の現象は 'Ul物細胞の生子宮的機能のうちで

最も重要且つ基本的なもので、高等竺学校、中学校の宝
物教課の中でも必ず一度はふれねばならない問題であ
ることはいうまでもなし、。しかも単に者養説明だけで
素通りしてしまうのでなくて、その実験を平行させる
ことが何よりも望ましい。原形質分離の宍験は比較的
簡単な設備ー顕微鏡、スライド・グラス( ホール・ス
ライドグラスがあればより好適である〕、カパー・グ
ラス、分隊液に用いる分離斉lj (庶糖、 KCI、K N 0 3、
等〉ーがあればC J 6 分行いうるものであって、むしろ実
験の実施にあたっては好ましい手頃な材料が得難いと
いう事が担当者の意慾をにぶらせるガ γになっている
のではないかと思っている O

この点宇治評苔類が原形貿分離実験の材斜に使用さ
れていることをあまり見聞していないが、筆者は蘇苔
類がいろいろの見地からみて大変有用な材料である

する次第である。
E  蘇書類の利哩
一般に! 京形質分離の実験材料として安南町や指コ草書に

出てくるものには、ム弓サキオモ干の葉の表皮細胞、
タマネギ鱗禁の表皮細胞、その他7Jく輩、有色の花弁の
表皮細胞等がある。ムラサキオモト i士湘胞内に花青素
をもっているので分断の状態がつかみやすいとい弓利
点を生かしたものであろうが、もともとメキ νコ、
72 . ぴ西印度原産の縞物であって本邦ではどこにでもぎ
らに野生している楕物ではない。それにたとい実験材
糾として栽培するにしても冬期の寒ぎをしのがせるの
には適当な侠積装置を必、要とする一寸厄介なものであ

でもかなりめぐまれているが、これの細胞は葉緑体も
有色体ももっていないので、生体築包をせずに、その
まL 使用すると一寸分断の傑相を観察しに〈いという
欠点がある。更に上透したような材料を用いる場合に
は表皮細胞をはいで主主分離液にひたす手段をへねばな
らないが、この場合「はぐ」ことによって一部の細胞
に機械的な衡撃を与え、異常な原形質分断を惹起させ
るおそれが充分ある。
所が後述するように好苔類を用いると、このよろな
欠点は殆んど回避することが出来る。

中 哲西

先ずこ L に原形賢分離実験の材料として蘇苔類が非
常にすぐれている点を挙げてみよう。
l. !pf苔類の菜、豆立は葉状体はー需のものを除いて

一層の細胞寝から出来ている。従って表皮をはぐとい
う操作を加えずともそのま L 分離液にひたすことが出
来るし、先に述べた異常の分離について懸念する要が
ない。
2. 細胞内には葉緑体があるので〈苔類にあっては

泊体も加って〉分離した状態をはっきり杷橿すること
が出来る。
3. 材料として入手しやすい。田舎では勿論のこと

都市の均台でも一寸足をのばして山震の湿地、小川の
岸辺をさぐれば百t f . 苔植物の生えていない所はないとい
ってもい L 位である。
4. --fを採集しておくと比較的長期間室内でも生存
しつづける O 生育地の土壌基物と一緒に採集してきて
大型の水槽かノミットに入れ、しめっている程度に濯
7J < してガヲス板か、ボリ工チレジの布で差しておくと
2 - 3 か月は充分生きている。
5. 原形夜分i挙の実験のみにとどまらず、原形質の

生現的な問題、主主透庄の測定、耐乾性、立地環境と法
秀圧との凋係、気候要因と穆透圧との関係など生母学
上の或l土坐態学土の実険へも発展させて行くことが出
来る。
E  好適な材料種とその生省地の概況
すべての府苔 1:1古物が上述の利点を具有しているかと
いえば、中には繋細胞が非常に小さかったり、叉細胞
膜に手L:9前売の喫15をもっていたりして一層の細胞「脅か
らできていても匂察に悶暁なものもある。しかしこの
ような階そ百は慨して日当りのよい岩上や士土、叉右の
塀、或は樹木の幹に着生しているものに多いから前も
って、そのような場所のものを避けるとよいであろ
う。叉苔煩のうちでも禁状体が多細胞の層から構成さ
れている慌では安皮をはがきねばならないので不向き
である。従って材料の採集には山地の樹木のしげった
谷間や、いつも水のした i っているような視所をめが
けて行き、そこの小)11の岩の土や附近の Lめっぽい腐
摘士壊 tに生えている符苔類をよ〈観て、①出来るだ
け葉( 或は葉状体〉の広いもの、①叉うすい感じのす
るものを作んで〈れば大体材料として上述の利点をそ
なえたものが得られるであろう。莫然、とした表現に
なってしまったので、こ L で県下でも可なり容易に
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採集しうるしかも好適な商事百を 2 、 3 0 ' 手げ、その生育| 上には必ずといっていい位/ 主有しているウロゴゴケ層
地の概況をふ: してお c2'たい。叉うつめ既刊の図鑑でその I(Heteroscyphus) や、ツキスキゴケ (Calypogeia)
外形上の特徴をつかんで採集にのぞんだほうが効果的| の霞は小形であるが入手しやすい点では第 1 香であろ
だと考えるので、牧野日本指物図鑑増補収〔昭和31年 i ぅ。
発行〉及び日本隠花植物図鑑( 昭14年三省堂刊行〉中 Iw 観察例
に図説されているものはその頁数と図番号を略記し I L  原形質分離と復帰材料アプラゴケ (Hookeria
た。

L  テヨクチジゴケ属 (Mnium) この! ヨの蘇類は主
として山地樹蔭などのあまり日当りのよくない湿所、

nipponensis (Besch.) Broth.) 神戸市東灘区住吉町
赤塚山、アカマツ林内小川! の湿岩上から採集( 六甲山
系にはかなり広く分布していると考えられる〕。

特に川岸の湿土や岩の上に U f しば生育しているのを 1 分離液 N a N 03 の l m o l く容量〉溶液、〈普通分離
l斉1 ] には非電解質である諜鰭を用いるが、蘇苔類の中に見る。従って採算; しやすく、叉細胞も大きいので材料ト|

としては最もすぐれている。但し、ゴパノチョウチン! は康憶を透さないもの一例えばウチワチョウチ y ゴケ

ゴケ (Mniulm microphyllum Doz. et Molk.) は淘
胞が小さい上に手は犬突ι包をもっているのでよくない。
( 牧、街、図、 p. 986、No. 2955、2956; 隠、摘、
図、 p.912、914)

2. アブラゴケ属 (Hookeriのあまり人の子の加っ
ていない森林内の深谷にそったしめっぽい腐値土や岩
の上に生育している。観察するには最も好ましい値物
であるが、局所的に点々と苦手生しているので一寸みつ
けにくい難あがる。 c隠、縮、図、 p. 954下段〉

3. タナゴケ扇 (Catharinaea) 各地の山市の日蔭
になった務分しめっぽい士上にかなり広市民に若手がっ
て生えているのをかなりよく見うけるので採集しやす
いと思う。牧、倍、図、 p. 979 No. 2935; 隠、橋、
図、 p.977上段〉
4. ノ吋、ゴヴ属 (Plagiochila) 大

- 6 c m {立〉の苔で山
間渓谷ぞいの湿岩上や樹木の除元に
出現する。棄を両伺i I に羽状に疎首ーし
て特異な菱を呈するが、乾燥すると
葉がちぢれて自につきにくいきらい
があるので雨あがりに採集に行くと
よい. c牧、倍、図、 p. 996. No. 
2987 ; 隠、稿、図、 p.823、 日空〕

( M n i u m  punctatum(L.， Schreb.) H 巴dw.)ヒ苛ウタ
ンゴeケくFunaria hygrometrica (L.) Sibth.) ーが多
いようであるので電電車質である KCl、K N 0 3、N aN 03
を用いると比絞的時雑である。但し、雪解質分離剤を
用いた原形質分離法で細胞の; " i ; 透圧を算出する場合に
は、用いた分断剤のA宰張係数を考[ 事せねばならない。〕

体に全く at randorn にちらばっている( 図入〉。縞物
体の一部をきりとり鴻紙で余分の7 J < をとり除いて分離

液に浸してからの各時間毎i亡原形質の収縮の状態をた
どってみると図 B 、C 、 D のような経過を示す。 10の
実験例のうち早いもので10分、おそいもので20分以後
にはもはや原形質の収縮は停止してしまった。原形! 買
が分離を起し1l7 . 絹してゆく過程はすべての湘胞で同じ

苔類のうち多帽の細胞から禁状体
が構成されてし、るものを除けば、他
l士略材料として泊している。 'i'でも
湿地に生ずるクモノスゴケ属 (PaI・
lavicinia) ( 牧、摘、図、 p. 999 No. 
2994; 隠、植、図、 p. 811、下段〉や
オオムカデゴケ (Bazzania P o m -
peana Mitt.)ο!丸岡、図、 q. 996 
No. 2986; 隠、 i也、図、 q. 835 J二
段〉は川胞が大きく観察に使干IJであ
る。叉山地の渓流辺の館岩、忽士の

図、アブラゴケ (Hookeria nipponensis (Besch.) 
Broth.) の正常時の葉細胞( A ) と原形'i'l分離経過 (B.
C.D.)x450 A . D  f士奨禄J会ff¥の細胞、 B . C は中央部誕
細胞〈国中の数字は分離液に浸してからの時間( 分〉
を示す。〉
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ではなく、原形'f!{の一方の伊i I だけが主としてだんだん 1 の価は喧智( 19.-;2a)が鳥取市久松山産のもので測定し
収縮するもの( 関 13) と原形民の両方の ill i ' が同じよう| た価 ( K N 03の 0.26 mol iこ杷当する〉とよく一致し
な割合でl['l.i縮してきて J泊胞の中央部で全く球状になっ| ているのでこの慢の診透価は殆んど固定的なものと考
てl収縮が停止するもの〈臼 C ) 更に途中にくびれが打1 I えてよいであろう。叉このアプラゴフは綜苔類中でも
来はじめて、後には丁度大小の球を糸でつないだよう 1111い価を示し年中殆んど変化することがない。( 越智
な形となるもの C[S'Q D ) が餓察された。景後にのべた I 1952c) 
収縮の経過をたどるものは葉緑の細長い細胞などに科 I . @ 拘の古い葵と新しい葉との間には殆んど主主透圧の
に起りやすい。又葉の中央部でこのような分;lHが包ま! 差がみられない、叉河| 茶に葉の光鴻郊の湘胞と基脚iis
ている細胞はそうでないものよりも長い細胞である。 Iのそれとの価にも差がない。
しかしこのような分説の状態にみられる差は、各湘| 以上の零から考えてこのアプラゴケは所謂定7Jく度植

胞の原形質の粘性、溶貿に対するjffi胞膜の透過性、削| 物(Stenohydre Arten) くH. Walter， 1951)であって
胞白身の生理的状態などの俊雑な要因が関係している I7Jく要因に対する要求は非常に狭域的であることが推定
もので、たんに細胞の大きさ、長さにだけその因をも i出来る o 従ってこの間物の生育場所I'I7K要因の面から
とめることは出来ないであろう。とにかく今後の課題| 非常に限られているわけで、この穫がかなり日蔭地の
となるものである。この実験では原形質分断時に細胞| しかも庖度のたかい渓谷辺の土上に限られて出現して
膜の収絞は殆んどみられなかったので、アプラゴケの[ いる事実もこの竺からよく理解出来る。
細胞膜は Na]¥J03 をよく透すと考えられる。原形民分 v 参考文献
離液から7Kにうつした場合、 3分後、おそくとも 5分 1 . 河村怖く1947)、植物生珂学、裳主房、2.越智春美、
後には支の状態にかえっている。 I岩永J茂之介( 1951)、広島大、生物学会誌 3: 14-19、3.
2. 細胞法透価の測定 | 越智訴さ建 (1952a)、鳥攻大、学芸キ' 活研報、自然科
細胞の彦透li!f:は@ j自の水分代議! の状態を判ーをする芝 i学 3: 13-18、4.--(1952b)、値物生態学会報 1 ・

要な手がかりを吾々に与えるものである。穆透使の大 I 182-187、5.ー(1952c)、B ot. Mag. Tokyo 65 :  10一
小、その変化の巾や周年変化の状態からその建の水に I 1宮、 6.ー( 1952d)、B ot. Mag. Takyo 65: 112-118、
対する要求、乾燥や寒さに耐える能力などを推定する I7. 
ことが出来る。上記の N a N 03 の分自t液を用いてアブ| 突習、業賢堂、 8. H. Walter (1951)、Einfuehrung
ラゴケの細胞謬透価を測定した結果それは N a N0 3 の Jn die Phytologie， 11 Grundlagen der P fJanzenver-
0.25 mol に相当するものであることがわかった。こ I breitung. Stuttgart. 

(282ページより〕
関係については、 Whit巴(1904)が Lilium Candidum 
で 34μ 増加〈受精後90寺問〉、 Hsiang (1 9  5  1) が
Cymbidium lowianum で 3倍増加( 受粉後483寺問)
を認めているが、両氏の研究と本実験とは材料及び万
法にかなりの相違があるので、これらを同一に論ずる
ことは困難であり、今のところ何もいえない。次に第
二上昇期( 受粉後 200時間〕であるが、この時期にお

Q o，の第二上昇期t士、おそらくこの核分裂と何等かの
関係を有するものと考えられる。

号して、 R.Q.1直にと突然予躍IjSなと手1が見られた。 こ
の急上昇は短時間でおさまるが、 R.Q. {I自士、 以後
も、ゆっくりと、しかし大体安定な悲調で上昇し続け
る。この R.Q. 変化は受情を契棋として子tff泊t伎のガ
ス代謝には何等かの重大な質的変化がしかも急激に起

ることを示唆する。この煮は今後の実験で検討したい
と思う。
最( 交に本研究の筒] 指導をしていただいた恩師、新家
i祭給教授に厚く感謝の15:を表する。

結 論
1. 受粉による叩度量の変化はを接認められなかっ

1'...0 

2 . 受粉後90時間を淫たもので急に著しい呼1度量の僧
!j日が認められた。顕微鏡的認察の給守主によるとこ
の! 行期には受精が行われていることがわかった。

3. R.Q. は 1 より大きい慌を示した。
4. 受粉伐 200時間を経たものでは呼吸量は更に著し

く憎加した。この時期は発生学的にはまti結核分裂
がiiわれていることがわかった。
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